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事業名 旭 川・紋別自動車道 事業 一般国道 事業 国土交通省
あさひかわ もんべつ

一般国道４５０号 上川上越道路 区分 主体 北海道開発局
かみかわ かみこし

起終点 自：北海道上川郡上川町字菊水 延長
かみかわ かみかわ きくすい

至：北海道上川郡上川町字上越国有林 １８．０ km
かみかわ かみかわ かみこし

事業概要
旭川・紋別自動車道は、北海道縦貫自動車道比布ジャンクションから分岐し、紋別市に至る延長約１３

０kmの一般国道の自動車専用道路である。このうち上川上越道路は、上川層雲峡ＩＣから浮島ＩＣに至る
延長約１８．０kmの区間で、国土・地域ネットワークの構築により、物流の効率化、個性ある地域の形成
および円滑なモビリティの確保に寄与する道路である。
Ｈ５年度事業化 Ｈ－年度都市計画決定 Ｈ６年度用地着手 Ｈ７年度工事着手

全体事業費 ９１１億円 事業進捗率 ５４％ 供用済延長 ８．３km
（暫定２車線） （６５３億円） （暫定２車線） （７６％）

計画交通量 １１，５００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年
分析結果 (事業全体) ２．４ ３８９/９５１億円 １，１８０／２，２４７億円 平成１９年

事 業 費： 354/892億円 走行時間短縮便益 1,060 /2,033 億円
(残事業) ３．０ 維持管理費： 35/ 59億円 走行費用減少便益： 89 /158 億円

交通事故減少便益： 31 /57 億円
感度分析の結果 残事業について感度分析を実施

交 通 量 変 動：B/C＝3.2（交通量 ＋10％） B/C＝2.9（交通量 －10％）
事 業 費 変 動：B/C＝2.8（事業費 ＋10％） B/C＝3.3（事業費 －10％）
事業期間変動：B/C＝3.0（事業期間＋20％） B/C＝3.1（事業期間－20％）

事業の効果等
・国土・地域のネットワークの構築（拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成）
・物流効率化の支援（大都市圏への農林水産品の流通の利便性向上）
・個性ある地域の形成（ＩＣ等からのアクセスが向上する主要な観光地が存在する） 他６項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
道央圏・道北圏・オホーツク圏が高速ネットワークで結ばれ、物流・緊急医療・商圏拡大等で地域の活

性化に寄与するとして、紋別市をはじめとする関係２市１０町１村の首長等で構成される高規格幹線道路
旭川・紋別自動車道早期建設促進期成会等より早期整備の要望を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
・旭川・紋別自動車道のうち、平成１８年度末供用済延長は、約６５kmとなっている。
・旭川市の旭山動物園の平成１８年の入場者数は３００万人を超え、全国第２位となっている。
・平成１７年７月に知床が世界自然遺産に登録された。
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成７年度より工事着手して、用地進捗率９６％、事業進捗率５４％となっている。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
引き続き事業が順調に進んだ場合、平成２０年代前半の暫定２車線供用を予定している。

施設の構造や工法の変更等
橋梁基礎工における新技術の活用等によりコストの縮減を図っている。

対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


